
糖尿病は「血糖値」だけでなく、全身の血管や神経にも影響します。 

高血糖の状態が長期間続くことで全身の動脈硬化が進行します。動脈硬化が進行すると脳梗塞、心筋梗

塞、下肢動脈の壊疽や潰瘍にも繋がります。 

血液検査だけでは分からない身体の変化を、さまざまな生理検査で調べることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

どの合併症にでも予防には血糖値のコントロールがとても大事です。 

糖尿病の合併症は、早期には症状がないことがあります。 

血糖値など体のちょっとした変化を早期に発見し、早期に治療を行うことで合併症を未然に予防していき

ましょう。神経伝導検査など痛みを伴う検査もありますが、状態把握のために頑張りましょう！! 

定期的な検査で身体の変化を確認し、必要に応じて早めに治療につなげることが大切です。 

 
          気になる症状や検査についてご不明な点があれば、医師、看護師、検査技師に気軽にご相談ください。 
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